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アジェンダ 21すいた 会議録（令和 5年 10月） 

作成者：松本 

会議名 幹事会 

日 時 令和 5年 10月 25日（水）10:00 ～ 11:30 

場 所 オンライン開催 

出席者 

(敬称略) 

幹 事 
井上道代、井原麻琴、梅本桂子、岡本榮一、小田信子、鴻巣玲子、馬場多佳

子、藤田和則、三輪信哉 

事務局 小山、篠田、水谷、田中、松本 

欠席者 

(敬称略) 
池渕佐知子、水川晶子 

議事次第 1. 報告（各部会、FSPチーム、各団体（市民団体、企業、大学等）、行政より） 

2. すいた環境教育フェスタについて（資料 1） 

 運営委員：井上さん 

 第 1回運営委員会の報告 

 企画書の内容検討（締切：令和 5年 11月 5日（日）） 

 交流会 

3. おおさか環境賞について（資料 2） 

4. 阪急阪神ゆめ・まち基金について（資料 3） 

5. その他 

 アジェンダ 21すいたのホームページ改修について 

 とよなか市民環境展について（不参加の報告）（資料４） 

配布資料 ●幹事会次第 

●資料 1-1 すいた環境教育フェスタ 2024企画書（様式） 

●資料 1-2 【参考・昨年度分】すいた環境教育フェスタ 2023企画書 

●資料 1-3 すいた環境教育フェスタ 2024企画一覧 

●資料 1-4 配置図(すいた環境教育フェスタ 2023) 

●資料 2 おおさか環境賞 推薦書 

●資料 3-1 「未来のゆめ・まち基金」申請書様式 1 

●資料 3-2 「未来のゆめ・まち基金」申請書様式 2 

●資料 4-1 とよなか市民環境展 2023案内 

●資料 4-2 とよなか市民環境展 協賛のお願い 

1 報告 ■エネルギー部会（岡本） 

 9月 23日（土・祝）イズミヤ千里丘店で「省エネ相談会」を実施。12名参加。参加

者の省エネの取組の達成度が見えてきた。今後も一層取り組んでくれると思う。PRの

工夫と省エネアドバイスの伝え方が課題である。 

 10月 15日（日）「地域で太陽光発電を増やすには」ワークショップ開催。各地域で太

陽光発電の普及に貢献している人との意見交換ができた。地域で太陽光発電を増やすに

は、事業化する必要がある。この事業化へのスキームを考えたい。 

 11月 5日（日）「じぶん発電所づくり」を開催予定。 

 「エコキャンドルづくり」などワークショップを開催予定。 

 ZEH（ゼロエネルギーハウス）の施設見学（枚方。枚方は住宅を購入予定でなくても、

日帰りでも見学可能）を予定しているが、建て替え中のため時期未定。 

 環境啓発映画の上映。 

 

■自然部会（馬場（多）） 

 自然観察会を春分の日（令和 6年 3月 20日(水・祝)）菅井先生講師を招いて、南公園

で実施予定。 

 5月に外来種を使って、草木染をする。事前予行練習をする予定。 
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■資源部会（三輪代表） 

 9月 27日（水）大阪市柴島浄水場記念館見学。マイボトル運動、水道水を飲もう運動

の一環。 

 10月 11日（水）象印魔法瓶記念館見学。象印はマイボトルを推奨、給茶スポットの

展開している。 

 10月 23日（月）此花区下水道記念館見学。 

 10月 17日（火）京都環境市民の堀さん中心に全国スーパーマーケット環境調査

2023を実施している。市内ではダイエー江坂駅前店、コーヨー江坂店で実施してい

る。千里リサイクルプラザのお店の会と共同で動いている。 

 10月 12日（木）神崎川プラごみゼロアクションの一環で下見をして除草作業した。 

 

■フラッグシッププロジェクトより 

（温暖化）（三輪代表） 

 9月 29日（金）18時半から開催したムーンライトコンサートは無事終了し、500人

ぐらいの観客が来た。コンサートは成功であったが、近隣住民から 1件騒音の苦情がき

たので、検討課題である。 

 アジェンダ HPの特設サイトで、出演できなかった応募者の演奏も聞くことができる。 

 来年は準備をいつもより早く始めることになった。 

 じぶん発電の展示に人が集まったので、次回はアジェンダの取組を見せる機会にしたい

と思う。 

 

（食ロス）（水川 代読：事務局） 

 すいた食べきり運動で、春頃に推進協力店に現在の状況を問うアンケートを送った。今

度、返事がない店に督促状を発送する。新規開拓は別途協議する。 

 てまえどりキャンペーンでは、協力店に行き、店の様子の写真を撮ってエコレターに掲

載する予定。 

 

■他団体より 

（市民環境会議）（小田） 

 浜屋敷で手作り市にクラフトで参加した。対象は子ども。 

 市民環境会議主催の映画「原発を止めた裁判長」。申込が少ないので、大学のほうで周

知してほしい。22歳まで無料なので、学生に多く鑑賞いただきたい。 

→（関西大学）周知できるものか検討の上、可能ならばデジタルで周知する。 

→（三輪代表）自分の大学の学生に周知する。 

（事務局・補足）このイベントはアジェンダではなく市民環境会議さん主催のイベントで

あり、その周知依頼である。それも踏まえて大学の方で判断してもらえればよい。 

 

（関西大学）（梅本） 

 公益社団法人日本非常食推進機構（We Act）と協定を結び、企業が災害用に備蓄して

いる食品で消費期限が近くなったものをWe Actを通じて受け取り、学生・教職員に配

布したり、イベントで配布したりして、食ロス削減の取組をしている。11月 20日

（月）の防災デイでは、非常食の試食会や非常食を使ったリメイクメニューを提供する

イベントで使用している。 

 

（大阪ガスネットワーク）（井原） 

 新潟で世界最大級のメタネーションの製造設備工場を起工した。１時間あたり 400ノ

ルマルリューベの CO₂削減ができる。2・３年後に完工すれば、共同事業の INPEXの

導管を通じてカーボンフリーのガスとして家庭用に普及する。 

 東洋紡の岩国は、天然ガスと RPF（古紙・廃プラスチック類の燃料）の火力発電に切り

替え、年間 8万トンの CO₂排出削減になる。 

 とよなか市民環境会議の依頼で阪大の学生と小学生で「エコクッキング」を実施した。 
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 フードドライブについて、同志社大学の京田辺キャンパスは、食堂や売店の営業時間が

短く、食べるものがないと当社に相談があった。最近街中で見かける「ど冷もん」とい

う冷凍食品の自動販売機があるが、それを定食の形にして販売するようだ。 

 

（事務局） 

 10月 19日（木）大和大学で食品ロス削減の講座を開催した。対象は大和大学の学

生。数十名参加。講師をしてもらった関大前のラパンというパン屋さんでは、ビールか

す・おからを使って新たな食品、エナジーバーに作り替えて販売している（アップサイ

クル）。味もおいしく、百貨店などでも取り扱いがある。 

 11月 3日（金・祝）千里南公園で花とみどりの情報センター主催で花と緑のフェアが

ある（毎年２、３千人が来場するイベント）。環境政策室から生物多様性の啓発イベン

ト「むし虫探検隊」で参加する。 

 10月 25日（水）ガンバスタジオでガンバ主催のふれあい授業がある。市内小学 4年

生の授業の一環でもある。環境政策室はごみ問題を取り上げて登壇する予定。 

 市報 2月号に掲載したい場合は、11月９日（木）までに事務局まで連絡ほしい。締切

りは厳守でお願いする。 

 監事のリコージャパンの担当が尾崎さんから神田さんに変わる（異動のため）とのこ

と。役員の任期途中の交代なので、幹事会での承認がいる。 

→（承認された） 

 

２  すいた環境教育フェスタについて（資料 1） 

① 第 1回運営委員会の報告（井上） 

今年度から委員会の方式が変わり、全参加団体が委員会に出席から希望団体が委員会に

出席に変更になった。（委員長：くるくるプラザ天野さん、副委員長：井上さん） 

企画書内容検討（締切：令和 5年 11月 5日（日））（資料 1-2） 

1 出店テーマについて、昨年と同じでいいか。 

2 各部会の出展内容、具体的な企画内容。 

3 各部会の必要機材、駐車場について 

→10月末日までに井上さんに連絡。 

アジェンダ全体でエコすごろくを行うので、問題も全部会で考える。 

昨年の申請書に記載されている「食ロスクイズ」は「エコすごろく」とかぶらないか？ 

→今年度はエコすごろくに全体で取り組むという形でいいのではないか。 

昨年行ったイズミヤでのプレイベントを今年どうするか各部会で考えておいてほしい。 

各部会・FSPで行う企画については、経費を試算した上で、企画案を出してほしい。 

 

② 交流会について（資料 1） 

（井上）グループコミュニケーションアプリで場を作っても続かなかった。交流会をし

ても、その場限りで、次につながらない。 

（事務局）市内団体と交流を持つことは議案書でも決まっていて、フェスタはいい機会で

ある。前回の交流会はフェスタ前日の 17:00頃だったが、時間は変更できる

し、やり方を変えることもできる。 

（三輪代表）年に 1度顔を合わせることも意味があったと思う。尼崎の交流会では、参加し

た団体の紹介をホームページに掲載しており、市内の環境団体を伺い知ること

ができる。吹田市でもできたらと思うので、交流会で話し合えたらと思う。 

→フェスタと一緒に実施することで決まった。次回のフェスタの運営委員会で諮る。

時間・内容・担当者等については継続審議。 
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3 おおさか環境賞について（資料 2） 

（事務局） 

今回自薦とし、事務局で温暖化防止 FSPの活動に焦点を合わせて案を作成した。意見等あ

れば、事務局まで連絡願う。 

（三輪代表） 

長くアジェンダ 21 すいたの活動をしてきたが、今まで賞を取りにいくこともなかった

が、おおさか環境省があるので試してみることになった。アジェンダ全体について記載す

ると、大阪府が審査しにくいので、クールアースウィークに絞った。 

何か意見があれば、事務局までお願いする。取りまとめは三輪代表と事務局で行う。 

4 阪急阪神ゆめ・まち基金について（資料 3） 

（岡本） 

助成金の申請は提出済み。来月、書類審査がある。 

提出済み書類のため変更はできないが、書類審査に通過すると面接がある。申請書では、

エネルギー部会のことを中心に書いたが、アジェンダ全体での内容もまとめる必要があっ

たので、各部会のリーダーに協力してもらった。面接では、用途等をさらに細かく問われ

ると思うので、準備していきたい。用途等に対してご意見があればいただきたい。 

→詳細を読んで、意見等があれば岡本さんまで。 

（三輪代表） 

池田市のふくまる発電の話を調べるとよい。 

 

5 その他 

 アジェンダ 21すいたのホームページ改修について 

（事務局） 

アジェンダ 21すいたのホームページを、11月 5日の週に移行する予定（昨年、藤田さ

ん・池渕さんと一緒に用意していたもの）。トップページのURLは変わらない。各部会用

の新しいアカウントができたらお知らせする。古い記事は移行させないが、従来の記事

は、前のサイトに残したままにするので見ることは可能。 

 

 とよなか市民環境展について（不参加の報告）（資料４） 

（事務局） 

9月 17日（日）に、とよなか市民環境会議から、とよなか市民環境展 2023への出展依

頼があった。幹事にメールで参加希望の可否を問い合わせたが、参加希望がなく、今回は

依頼が急であったこともあり、参加を見送ることとなった。来年お知らせがあれば案内す

るので、参加を考える場合は心に留めてほしい。 

開催は 11月 17日（金）・18日（土）。再度案内メールをアジェンダ会員に送付する。 

 

（事務局 小山） 

エネルギー部会の市民共同発電の講演に参加し、講師が生駒と宝塚で市民共同発電をして

いる方で、とてもいい話であった。エネ部としてどう動くか、別途個別に話を聞きたい。 

 

次回予定日 
令和 5年 11月 15日（水）10:00～11:30 

 

 


